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ネザサなどが生い茂っており、後継樹

となる植物はほとんど生えていません。

落葉広葉樹林において常緑樹が草本層

の発達を阻害している場合、常緑樹を

伐採します。

林床にネザサが生い茂っていると後継

樹は育ちません。このような場合、ネ

ザサの下刈りを行います。

現状では樹林が形成されていますが、土砂災害防止上の

観点から、伐採や下刈りなどの適正な整備を行い、良好な

樹林へ誘導・維持します。

●草本群落・低木林

マツ枯れ、ナラ枯れ等の伝染病による枯損木は、薬剤処理等適

切な処理を行う必要があります。

専門的な処置が必要となるため、

発見次第、六甲砂防事務所に連

絡してください。

整備メニュー
・ 六甲砂防事務所
　へ連絡

●マツ枯れ・ナラ枯れ等の拡大防止を図るための整備

整備メニュー
・ 伐採 （常緑樹）

●草本層の発達を促し、表土流出防止を図るための整備

その他適正な整備・管理

整備メニュー
・ 下刈り

●現状の樹林を保全する管理

整備メニュー
・ 下刈り
・ 植栽
・育樹 （下刈り等）

詳しくは「みんなの森づくり（計画編）」をご覧ください。
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六甲山系の森には、土砂災害防止のため、伐採・植栽等

の整備の必要な森や、現在の良好な状態を維持するための

手入れが必要な森があります。

活動地の植生やその状態を見極め、適切な活動を計画的

に行いましょう。

目標とする樹林へ誘導する整備・管理
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●モウソウチク - マダケ群落

ニセアカシアは根が浅く広がるため倒

れやすく、また、ネザサが生い茂って

いるため、次世代を担う後継樹（次の

世代に高木となる樹木）が育ちません。

スギ、ヒノキの人工林は、手入れを行

わないと林の中が暗くなり、下層植生

が発達せず土砂流出が起こりやすくな

ります。

林床が暗く、後継樹が育ちません。放

置しておくと周囲に広がります。

整備メニュー
・ 伐採 （巻き枯らし）
・ 植栽
・育樹 （下刈り等）

整備メニュー
・ 伐採
・植栽
・育樹 （下刈り等）

整備メニュー
・ 伐採
・植栽
・育樹 （下刈り等）

●ニセアカシア群落

●スギ - ヒノキ群落

六甲山系の森づくりでは、基本的には土砂災害防止効果

の高い落葉広葉樹林を目標としています。

現状では概ね樹林等が形成されていますが、土砂災害防

止上の観点から問題のある植生については、積極的に林相

転換、補植などの整備を行い、継続的に撫育等を実施します。

森づくりの対象



森に入るときには、作業をしやすくするため、また自分

の身を守るためにも、作業に適した服装をしましょう。

服装
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帽子等 

暑さや落下物から頭を
保護します。 
なるべく色が薄く熱気
が中にこもらないもの
を着用しましょう。 

伸縮性があり動き
やすいものを着用
しましょう。 

黒い色の服装はハチ
などの虫に狙われや
すいので、なるべく
明るい色のものを着
用しましょう。 

・汗や突然の雨などで濡れても動きやすく、乾きやすいも

　のを着用しましょう。 

・暑さ寒さの調節ができるようにしておきましょう。 
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長ズボン 

長袖 

伐採時に頭上から落
ちてくる木の枝等か
ら頭を保護するため、
ヘルメットを着用し
ましょう。 

ヘルメット 

（頭上作業時） 

香水や甘い香りのする化粧品は、蜜の匂いと間違えて、ハチ
が近寄ってくることがあるので、森に入るときには使用しないよ
うにしましょう。

注意！ 

トゲ等を通しにく
い革手袋があると、
より便利です。 

手袋 

《作業時の服装》

首にタオルなどを
巻いておくと、ハ
チから保護される
とともに、吸汗に
も役立ちます。

タオル等 

靴 

滑りにくく動き
やすい靴をはき
ましょう。 

タオルが巻き込まれ
る可能性があるため
首から垂らさずに、
服の中に入れるよう
にしましょう。

（機械作業時） 
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森の作業　年間カレンダー例

1 年間の作業計画は、植物の生育に適した時期や作業効

率の良い時期をしっかり認識した上で計画しましょう。

また、時には作業の後にレクリエーションを取り入れ、

森に親しみ、愛着をもって森づくりを続ける工夫をしまし

ょう。

森づくり作業計画

6 月

7 月

8月

9月

10 月

11 月

12 月

つ
る
切
り(

適
宜)

伐
採 

１月

2 月

3月

4月

5月

伐
採 

樹木の管理 林床の管理

植
栽

下
刈
り(

２
回
程
度)

巻
き
枯
ら
し(

ニ
セ
ア
カ
シ
ア) 

冬場は表皮が
硬く、作業が
大変なため、
春に実施。

木の根が伸長する直前
の時期に植栽すると根
付きやすい。

植物の成長期
に刈ることで、
養分を蓄えら
れず、その後
の成長を抑え
られます。

1回目の下刈
り後に伸びた
下草を刈るこ
とで、林床に
光をあて、種
子の発芽を促
します。


